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医師の処分に関する意見書 
 

厚生労働省 医政局長 迫井 正深 様  
同 医薬・生活衛生局長 鎌田 光明 様  

 
令和２年８月２７日  

全国ベンゾジアゼピン薬害連絡協議会  
情報提供人 代表 多田 雅史  

 
BYA-HP: https://www.benzodiazepine-yakugai-association.com/ 

＊本件へのお問合せは上記の携帯電話へお願いします。  
 
前略  

当会は、２０１７年１１月に設立され、４００名余の会員がいるベンゾジ

アゼピン系薬物（向精神薬）の副作用による被害者の会です。今回、国立研究

開発法人国立循環器病研究センター（以下「ＮＣＣＣ」という）の医師らにつ

いて、「医療に係る事故事例情報の取扱いに関する検討部会」報告書（平成１

５年４月１５日、資料１）により、これらの医師の医道審議会における行政処

分を求め、以下のとおり、ご意見申し上げます。  

 
第１ 趣旨 

次のＮＣＣＣの医師２名（元職員を含む）に対して、医道審議会における

行政処分を求める。  
 ⑴ 大江洋史医師  
 ⑵ 宮下光太郎医師  

https://www.benzodiazepine-yakugai-association.com/
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第２ 理由 

（１）「医療に係る事故事例情報の取扱いに関する検討部会」報告書（平成１

５年４月１５日、資料１）の第１部 医療に係る事故事例情報の現状と活

用の考え方の４． 個別事例への対応方針の（２）事故の発生予防・再発防

止のための医療機関・医療従事者への対応において、次のとおり報告され

ている。  
『医師等に対する行政処分については、明確な注意義務違反が認められる

場合などの処分について、医道審議会において検討されているところであ

り、その検討を踏まえた対応が必要である。』  
（２）第１に示すＮＣＣＣに所属した医師の⑴ 大江洋史医師及び⑵ 宮下光

太郎医師の両医師は、医療過誤訴訟【名古屋地方裁判所（平成２５年（ワ）

第５２４９号損害賠償請求事件、資料２）及び名古屋高等裁判所（平成２

９年（ネ）第３２２号損害賠償請求控訴事件、資料３）】により、処方薬物

の重篤な副作用の説明義務違反及び依存性のある処方薬物の適切な減薬方

法を実施すべき注意義務違反を認定され、ＮＣＣＣには医療過誤事故の損

害賠償金の支払いを命じる判決が確定している。  
（３）したがって、上記の両医師に対して、医道審議会における行政処分を求

めるものである。  
草々  

 
資料 

１．「医療に係る事故事例情報の取扱いに関する検討部会」報告書（平成１５

年４月１５日）  
２．判決 名古屋地方裁判所（平成２５年（ワ）第５２４９号損害賠償請求事

件）  
３．控訴審判決 名古屋高等裁判所（平成２９年（ネ）第３２２号損害賠償請

求控訴事件）  
以 上  


